
※ 選択必修科目（選必）
カリキュラムナンバー 各科目のナンバーリングは、『分類記号－開講学年－段階記号－通し番号（学年別）』 　で構成されています。 ＊ 選択科目（選択）

段階を踏んで学べるように科目を配置しておりますので、参考にしてください。

分類記号 GE （General Education） ： 教養系教育科目 段階記号 ⅰ ： 導入（基礎的な科目）
LA （Language） ： 語学教育科目
PH （Physics） ： 物理系薬学科目 ⅱ ： 展開（基礎科目を受けて開講する科目）
CH （Chemistry） ： 化学系薬学科目
BI （Biology） ： 生物系薬学科目 ⅲ ： 先進（その分類における発展的な科目）
CO （Pharmacology） ： 薬理系薬学科目
PC （Pharmaceutics） ： 薬剤系薬学科目
CL （Clinical Pharmacy） ： 臨床系薬学科目
CP （Comprehensive Pharmacy） ： 薬学全般科目（複数分類にまたがる科目を含む）

詳細欄参照 ※Ｃ医療社会論　他
9単位

LA-1-ⅰ-01 LA-2-ⅱ-03 医療・薬学英語ⅠＡ LA-3-ⅲ-01 医療・薬学英語ⅡＡ
LA-1-ⅰ-02 LA-2-ⅱ-04 医療・薬学英語ⅠＢ LA-3-ⅲ-02 医療・薬学英語ⅡＢ
LA-1-ⅰ-03
LA-1-ⅰ-04

12単位
情報科学と情報倫理 情報リテラシー
情報科学演習

3.5単位
CP-1-ⅰ-01 薬学の心構えⅠ CP-3-ⅱ-01 CP-4-ⅲ-01
CP-1-ⅰ-02 薬学の心構えⅡ CP-3-ⅱ-02 薬学と社会Ⅰ CP-4-ⅲ-02 薬学と社会Ⅱ

8.5単位
PH-1-ⅰ-01 数学 PH-2-ⅱ-01 物理化学Ⅱ PC-3-ⅰ-01 CL-4-ⅲ-01
PH-1-ⅰ-02 物理学 PH-2-ⅱ-02 分析化学Ⅱ PC-3-ⅱ-01 PC-4-ⅲ-01
PH-1-ⅰ-03 物理化学Ⅰ PH-2-ⅲ-03
PH-1-ⅰ-04 分析化学Ⅰ

16.5単位
CH-1-ⅰ-01 化学 CH-2-ⅱ-01 有機化学ⅢＡ CH-3-ⅲ-01 天然資源Ⅱ CH-4-ⅲ-01 創薬化学
CH-1-ⅰ-02 有機化学Ⅰ CH-2-ⅱ-02 有機化学ⅢＢ CH-3-ⅲ-02 生物有機化学

CH-1-ⅰ-04 有機化学ⅡＢ
CH-1-ⅰ-05 天然資源Ⅰ

15単位
BI-1-ⅰ-05 生物学 BI-2-ⅱ-01 微生物学 BI-3-ⅲ-01 分子生物学 BI-4-ⅲ-01 衛生学Ⅲ
BI-1-ⅰ-01 生化学Ⅰ BI-2-ⅱ-02 細胞生物学 BI-3-ⅲ-02 衛生学Ⅰ

BI-1-ⅰ-03 機能形態学Ⅰ
BI-1-ⅰ-04 機能形態学Ⅱ

18単位
CO-2-ⅰ-01 薬理学Ⅰ PC-3-ⅱ-01 薬物動態Ⅱ CL-4-ⅲ-02
CO-2-ⅱ-01 薬理学Ⅱ CL-3-ⅱ-01 CL-4-ⅲ-03

PC-2-ⅰ-01 薬物動態Ⅰ CL-3-ⅱ-03 薬物治療Ⅳ
CL-2-ⅰ-02 薬物治療Ⅰ CL-3-ⅱ-04 薬物治療Ⅴ

18単位

2023年度　薬学科（６年制）カリキュラム・マップ (1～3年生用) 卒業に必要な単位数　１８８単位

１　年　次 ２　年　次 ３　年　次 ４　年　次 ５　年　次 ６　年　次
学 科 目

人と文化
GE-1-ⅰ-01 薬学人としての教養入門

詳細欄参照
※Ｂ日本の伝統文化と医療　他

詳細欄参照 ※Ｄロジカルライティング 他 詳細欄参照 ※Ｅ外国からみた日本　他
※Ａ欧州の言語と風土　他

薬学英語

英語リーディング・ライティングＡ

英語リーディング・ライティングＢ

英語コミュニケーションＡ

英語コミュニケーションＢ

情報科学
GE-1-ⅰ-10 GE-3-ⅱ-01
GE-1-ⅰ-11

薬学と社会
医療人としての薬剤師

物理系薬学

製剤化のサイエンスⅠ バイオスタティスティクス

製剤化のサイエンスⅡ 医薬品開発と生産のながれ

臨床分析の基礎と応用

ファーマシューティカルコミュニケーション

化学系薬学 CH-1-ⅰ-03 有機化学ⅡＡ

生物系薬学 BI-1-ⅰ-02 生化学Ⅱ 免疫学 BI-3-ⅲ-03 衛生学Ⅱ

医療薬学

薬物治療の個別化・最適化

薬物治療Ⅱ 疾患・有害事象の症候
CL-2-ⅰ-01 患者・医薬品情報

BI-2-ⅱ-03

CL-3-ⅱ-02 薬物治療Ⅲ



CP-1-ⅰ-03 CP-2-ⅱ-01 研究倫理
CP-2-ⅱ-02 研究の現場

3.5単位
物理系実習Ⅰ PH-2-ⅱ-03 物理系実習Ⅱ CP-3-ⅲ-04 薬学研究実践実習
化学系実習Ⅰ CH-2-ⅱ-0３化学系実習Ⅱ

BI-1-ⅰ-05 生物系実習Ⅰ BI-2-ⅱ-04 生物系実習Ⅱ
生物系実習Ⅲ

20単位
CP-1-ⅰ-05 基幹教育演習　（選択） CP-2-ⅰ-03 基礎薬学演習 CP-4-ⅱ-01 総合薬学演習Ⅰ CP-6-ⅲ-01 総合薬学演習Ⅱ

11単位

13.5単位
CP-4-ⅱ-03 CP-5-ⅲ-02 薬局実務実習
CP-4-ⅱ-04 事前学習Ⅱ CP-5-ⅲ-03 病院実務実習

29.5単位

10単位

『人と文化』科目の詳細 『アドバンスト・コース』の詳細

GE-1-ⅰ-02 ※Ａ欧州の言語と風土 GE-2-ⅰ-12 ※Ｃ法学ゼミナール CP-5-ⅲ-02 アドバンスト実務実習(病院) BI-5-ⅲ-01 食品学特論 CH-5-ⅲ-02 構造解析学A

GE-1-ⅰ-03 ※Ａコミュニケーション概論 GE-2-ⅰ-13 ※Ｃ心の科学 CP-5-ⅲ-03 アドバンスト実務実習(薬局) GE-5-ⅲ-01 司法と薬学 CH-5-ⅲ-03 構造解析学B

GE-1-ⅰ-14 ※Ａ倫理学概論 GE-2-ⅰ-14 ※Ｃスポーツ科学 CP-5-ⅲ-04 海外実務研修 LA-5-ⅲ-01 CP-5-ⅲ-13 一般統計

GE-1-ⅰ-15 ※Ａ西洋文明の形成と展開 GE-2-ⅰ-15 ※Ｃ生活環境と科学 CP-5-ⅲ-05 海外応用研修 LA-5-ⅲ-02 CO-5-ⅲ-01 一般薬理学

GE-1-ⅰ-06 ※Ａ政治と医療 GE-3-ⅰ-01 ※Ｄロジカルライティング CP-5-ⅲ-06 応用研究 GE-5-ⅲ-02 薬事と行政 PC-5-ⅲ-02 実践薬剤学

GE-1-ⅰ-13 ※Ａ医療心理学 GE-3-ⅰ-02 ※Ｄエコロジー論 CL-6-ⅲ-01 専門薬剤師特論Ⅰ BI-5-ⅲ-02 衛生学特論 BI-5-ⅲ-07 栄養と保健衛生

GE-1-ⅰ-16 GE-3-ⅰ-03 ※Ｄ法学概論 CL-6-ⅲ-02 専門薬剤師特論Ⅱ BI-5-ⅲ-03 応用免疫学 CP-6-ⅲ-15 創薬を支える物理化学

GE-1-ⅰ-09 ※Ａスポーツ実技 GE-3-ⅰ-04 ※Ｄ素粒子と放射線医療 CL-6-ⅲ-03 専門薬剤師特論Ⅲ GE-5-ⅲ-03 リーダーシップ学 CP-6-ⅲ-16 薬剤師への有機化学

GE-2-ⅰ-16 ※Ｂ日本の伝統文化と医療 GE-3-ⅰ-05 ※Ｄ人間の発達 CL-6-ⅲ-04 専門薬剤師特論Ⅳ GE-5-ⅲ-04 CP-6-ⅲ-17 生物学特講Ⅰ

GE-2-ⅰ-02 ※Ｂ西洋医学の源流と文化 GE-3-ⅰ-06 ※Ｄスポーツセラピー CL-5-ⅲ-05 在宅医療 PC-5-ⅲ-01 CP-6-ⅲ-18 生物学特講Ⅱ

GE-2-ⅰ-10 ※Ｂ医療哲学ゼミナール GE-3-ⅰ-07 CL-5-ⅲ-06 臨床栄養学 CP-5-ⅲ-12 医薬品開発戦略論 CP-6-ⅲ-19 食生活と保健衛生

GE-2-ⅰ-04 ※Ｂ現代社会と薬学 GE-4-ⅰ-02 ※Ｅ外国からみた日本 CL-6-ⅲ-07 救命救急・災害医療 PH-5-ⅲ-01 CP-6-ⅲ-20 薬理学の基礎と呼吸器疾患

GE-2-ⅰ-05 ※Ｂジェンダー論 GE-4-ⅰ-03 ※Ｅアジアの人と文化 CL-6-ⅲ-08 チーム医療 GE-5-ⅲ-05 実用数学A CP-6-ⅲ-21
GE-2-ⅰ-06 ※Ｂ心理学ゼミナール GE-4-ⅰ-12 ※Ｅ国際倫理学 CP-5-ⅲ-07 GE-5-ⅲ-06 実用数学B CP-6-ⅲ-22 知覚・脳神経特論

GE-2-ⅰ-15 ※Ｂ東洋の文化と芸術 GE-4-ⅰ-05 ※Ｅ国際ジャーナリズム CP-5-ⅲ-08 医療倫理学 PH-5-ⅲ-02 環境衛生学 CP-6-ⅲ-23
GE-2-ⅰ-07 ※Ｂ体育実技 GE-4-ⅰ-06 ※Ｅ世界の法と経済 CL-5-ⅲ-08 緩和医療薬学 BI-5-ⅲ-04 応用分子生物学 CP-6-ⅲ-24 臨床を支える薬剤学

GE-2-ⅰ-09 ※Ｃ医療社会論 GE-4-ⅰ-11 CP-5-ⅲ-10 臨床研究・統計 LA-5-ⅲ-03 アカデミック・ライティング CP-6-ⅲ-25 日本社会の医療と法

GE-2-ⅰ-03 ※Ｃ生命倫理 GE-4-ⅰ-10 ※Ｅ有用植物の歴史と応用 CL-5-ⅲ-10 治験 BI-5-ⅲ-05 健康食品概論 CP-6-ⅲ-26 実践実務の薬物治療

GE-2-ⅰ-11 ※Ｃ教育学ゼミナール CH-5-ⅲ-01 医薬品製造学 CP-5-ⅲ-14 臨床漢方治療学 CP-6-ⅲ-27 薬学特別演習

CL-5-ⅲ-09 医療保険概論 BI-5-ⅲ-09 放射線応用化学

薬学実習

PH-1-ⅰ-01Y

CH-1-ⅰ-06Y

CO-2-ⅰ-02Y

薬学研究
研究入門

薬学演習

ｱﾄﾞﾊﾞﾝｽﾄ・
ｺｰｽ

詳細欄参照 ＊アドバンスト実務実習(病院)　他

実 務 実 習 CP-1-ⅰ-05Y 早期臨床体験学習
事前学習Ⅰ(薬物治療演習)

特 別 実 習
CP-3-ⅲ-03 医療薬学特別実習

修得すべき単位数 38.5単位（必修37、選必1.5） 35.5単位（必修32.5、選必3） 27単位（必修25.5、選必1.5） 37.5単位（必修36、選必1.5） 20単位（必修20）

※Ｅ世界の統合医療とメディカルアロマテラピー

29.5単位（必修16、選択13.5）

国際基準の英語（TOEFL対策）

ファーマシストのための実践英会話

※Ａ医療に隣接する社会分析

ステップアップ・プレゼンテーション

医薬品等に関わる規制調和と国際標準

※Ｄ線形理論の医療への応用

医薬品評価ﾚｷﾞｭﾗﾄﾘｰｻｲｴﾝｽ

消化器・代謝系疾患集中講義

医療現場におけるヒューマンエラー

循環器系・内分泌系集中講義



※ 選択必修科目（選必）
カリキュラムナンバー 各科目のナンバーリングは、『分類記号－開講学年－段階記号－通し番号（学年別）』 　で構成されています。 ＊ 選択科目（選択）

段階を踏んで学べるように科目を配置しておりますので、参考にしてください。

分類記号 GE （General Education） ： 教養系教育科目 段階記号 ⅰ ： 導入（基礎的な科目）
LA （Language） ： 語学教育科目
PH （Physics） ： 物理系薬学科目 ⅱ ： 展開（基礎科目を受けて開講する科目）
CH （Chemistry） ： 化学系薬学科目
BI （Biology） ： 生物系薬学科目 ⅲ ： 先進（その分類における発展的な科目）
CO （Pharmacology） ： 薬理系薬学科目
PC （Pharmaceutics） ： 薬剤系薬学科目
CL （Clinical Pharmacy） ： 臨床系薬学科目
CP （Comprehensive Pharmacy） ： 薬学全般科目（複数分類にまたがる科目を含む）

詳細欄参照 ※Ｃ医療社会論　他
9単位

LA-1-ⅰ-01 LA-2-ⅱ-01 英語ディスカッションＡ LA-3-ⅲ-01 医療・薬学英語ⅡＡ
LA-1-ⅰ-02 LA-2-ⅱ-02 英語ディスカッションＢ LA-3-ⅲ-02 医療・薬学英語ⅡＢ
LA-1-ⅰ-03 英語スピーキングＡ LA-2-ⅱ-03 医療・薬学英語ⅠＡ
LA-1-ⅰ-04 英語スピーキングＢ LA-2-ⅱ-04 医療・薬学英語ⅠＢ

12単位
情報科学と情報倫理 情報リテラシー
情報科学演習

3.5単位
CP-1-ⅰ-01 薬学の心構えⅠ CP-3-ⅱ-01 CP-4-ⅲ-01
CP-1-ⅰ-02 薬学の心構えⅡ CP-3-ⅱ-02 薬学と社会Ⅰ CP-4-ⅲ-02 薬学と社会Ⅱ

8.5単位
PH-1-ⅰ-01 数学 PH-2-ⅱ-01 物理化学Ⅱ PC-3-ⅰ-01 CL-4-ⅲ-01
PH-1-ⅰ-02 物理学 PH-2-ⅱ-02 分析化学Ⅱ PC-3-ⅱ-01 PC-4-ⅲ-01
PH-1-ⅰ-03 物理化学Ⅰ PH-2-ⅲ-03
PH-1-ⅰ-04 分析化学Ⅰ

16.5単位
CH-1-ⅰ-01 化学 CH-2-ⅱ-01 有機化学ⅢＡ CH-3-ⅲ-01 天然資源Ⅱ CH-4-ⅲ-01 創薬化学
CH-1-ⅰ-02 有機化学Ⅰ CH-2-ⅱ-02 有機化学ⅢＢ CH-3-ⅲ-02 生物有機化学

CH-1-ⅰ-04 有機化学ⅡＢ
CH-1-ⅰ-05 天然資源Ⅰ

15単位
BI-1-ⅰ-05 生物学 BI-2-ⅱ-01 微生物学 BI-3-ⅲ-01 分子生物学 BI-4-ⅲ-01 衛生学Ⅲ
BI-1-ⅰ-01 生化学Ⅰ BI-2-ⅱ-02 細胞生物学 BI-3-ⅲ-02 衛生学Ⅰ

BI-1-ⅰ-03 機能形態学Ⅰ
BI-1-ⅰ-04 機能形態学Ⅱ

18単位
CO-2-ⅰ-01 薬理学Ⅰ PC-3-ⅱ-01 薬物動態Ⅱ CL-4-ⅲ-02
CO-2-ⅱ-01 薬理学Ⅱ CL-3-ⅱ-01 CL-4-ⅲ-03

PC-2-ⅰ-01 薬物動態Ⅰ CL-3-ⅱ-03 薬物治療Ⅳ
CL-2-ⅰ-02 薬物治療Ⅰ CL-3-ⅱ-04 薬物治療Ⅴ

18単位

2023年度　薬学科（６年制）カリキュラム・マップ (4年生用) 卒業に必要な単位数　１８８単位

１　年　次 ２　年　次 ３　年　次 ４　年　次 ５　年　次 ６　年　次
学 科 目

人と文化
GE-1-ⅰ-01 薬学人としての教養入門

詳細欄参照
※Ｂ日本の伝統文化と医療　他

詳細欄参照 ※Ｄロジカルライティング 他 詳細欄参照 ※Ｅ外国からみた日本　他
※Ａ欧州の言語と風土　他

薬学英語

英語リーディング・ライティングＡ

英語リーディング・ライティングＢ

情報科学
GE-1-ⅰ-10 GE-3-ⅱ-01
GE-1-ⅰ-11

薬学と社会
医療人としての薬剤師

物理系薬学

製剤化のサイエンスⅠ バイオスタティスティクス

製剤化のサイエンスⅡ 医薬品開発と生産のながれ

臨床分析の基礎と応用

ファーマシューティカルコミュニケーション

化学系薬学 CH-1-ⅰ-03 有機化学ⅡＡ

生物系薬学 BI-1-ⅰ-02 生化学Ⅱ 免疫学 BI-3-ⅲ-03 衛生学Ⅱ

医療薬学

薬物治療の個別化・最適化

薬物治療Ⅱ 疾患・有害事象の症候
CL-2-ⅰ-01 患者・医薬品情報

BI-2-ⅱ-03

CL-3-ⅱ-02 薬物治療Ⅲ



CP-1-ⅰ-03 CP-2-ⅱ-01 研究倫理
CP-2-ⅱ-02 研究の現場

3.5単位
物理系実習Ⅰ PH-2-ⅱ-03 物理系実習Ⅱ CP-3-ⅲ-04 薬学研究実践実習
化学系実習Ⅰ CH-2-ⅱ-0３化学系実習Ⅱ

BI-1-ⅰ-05 生物系実習Ⅰ BI-2-ⅱ-04 生物系実習Ⅱ
生物系実習Ⅲ

20単位
CP-1-ⅰ-05 基幹教育演習　（選択） CP-2-ⅰ-01 基礎演習Ⅱ CP-3-ⅰ-01 基礎演習Ⅳ CP-4-ⅰ-01 基礎演習Ⅵ CP-6-ⅲ-01 総合薬学演習Ⅱ
CP-1-ⅰ-04 基礎演習Ⅰ CP-2-ⅰ-02 基礎演習Ⅲ CP-3-ⅰ-02 基礎演習Ⅴ CP-4-ⅱ-01 総合薬学演習Ⅰ

11単位

13.5単位
CP-4-ⅱ-03 CP-5-ⅲ-02 薬局実務実習
CP-4-ⅱ-04 事前学習Ⅱ CP-5-ⅲ-03 病院実務実習

29.5単位

10単位

『人と文化』科目の詳細 『アドバンスト・コース』の詳細

GE-1-ⅰ-02 ※Ａ欧州の言語と風土 GE-2-ⅰ-12 ※Ｃ法学ゼミナール CP-5-ⅲ-02 アドバンスト実務実習(病院) BI-5-ⅲ-01 食品学特論 CH-5-ⅲ-02 構造解析学A

GE-1-ⅰ-03 ※Ａコミュニケーション概論 GE-2-ⅰ-13 ※Ｃ心の科学 CP-5-ⅲ-03 アドバンスト実務実習(薬局) GE-5-ⅲ-01 司法と薬学 CH-5-ⅲ-03 構造解析学B

GE-1-ⅰ-14 ※Ａ倫理学概論 GE-2-ⅰ-14 ※Ｃスポーツ科学 CP-5-ⅲ-04 海外実務研修 LA-5-ⅲ-01 CP-5-ⅲ-13 一般統計

GE-1-ⅰ-15 ※Ａ西洋文明の形成と展開 GE-2-ⅰ-15 ※Ｃ生活環境と科学 CP-5-ⅲ-05 海外応用研修 LA-5-ⅲ-02 CO-5-ⅲ-01 一般薬理学

GE-1-ⅰ-06 ※Ａ政治と医療 GE-3-ⅰ-01 ※Ｄロジカルライティング CP-5-ⅲ-06 応用研究 GE-5-ⅲ-02 薬事と行政 PC-5-ⅲ-02 実践薬剤学

GE-1-ⅰ-13 ※Ａ医療心理学 GE-3-ⅰ-02 ※Ｄエコロジー論 CL-6-ⅲ-01 専門薬剤師特論Ⅰ BI-5-ⅲ-02 衛生学特論 BI-5-ⅲ-07 栄養と保健衛生

GE-1-ⅰ-16 GE-3-ⅰ-03 ※Ｄ法学概論 CL-6-ⅲ-02 専門薬剤師特論Ⅱ BI-5-ⅲ-03 応用免疫学 CP-6-ⅲ-15 創薬を支える物理化学

GE-1-ⅰ-09 ※Ａスポーツ実技 GE-3-ⅰ-04 ※Ｄ素粒子と放射線医療 CL-6-ⅲ-03 専門薬剤師特論Ⅲ GE-5-ⅲ-03 リーダーシップ学 CP-6-ⅲ-16 薬剤師への有機化学

GE-2-ⅰ-16 ※Ｂ日本の伝統文化と医療 GE-3-ⅰ-05 ※Ｄ人間の発達 CL-6-ⅲ-04 専門薬剤師特論Ⅳ GE-5-ⅲ-04 CP-6-ⅲ-17 生物学特講Ⅰ

GE-2-ⅰ-02 ※Ｂ西洋医学の源流と文化 GE-3-ⅰ-06 ※Ｄスポーツセラピー CL-5-ⅲ-05 在宅医療 PC-5-ⅲ-01 CP-6-ⅲ-18 生物学特講Ⅱ

GE-2-ⅰ-10 ※Ｂ医療哲学ゼミナール GE-3-ⅰ-07 CL-5-ⅲ-06 臨床栄養学 CP-5-ⅲ-12 医薬品開発戦略論 CP-6-ⅲ-19 食生活と保健衛生

GE-2-ⅰ-04 ※Ｂ現代社会と薬学 GE-4-ⅰ-02 ※Ｅ外国からみた日本 CL-6-ⅲ-07 救命救急・災害医療 PH-5-ⅲ-01 CP-6-ⅲ-20 薬理学の基礎と呼吸器疾患

GE-2-ⅰ-05 ※Ｂジェンダー論 GE-4-ⅰ-03 ※Ｅアジアの人と文化 CL-6-ⅲ-08 チーム医療 GE-5-ⅲ-05 実用数学A CP-6-ⅲ-21
GE-2-ⅰ-06 ※Ｂ心理学ゼミナール GE-4-ⅰ-12 ※Ｅ国際倫理学 CP-5-ⅲ-07 GE-5-ⅲ-06 実用数学B CP-6-ⅲ-22 知覚・脳神経特論

GE-2-ⅰ-15 ※Ｂ東洋の文化と芸術 GE-4-ⅰ-05 ※Ｅ国際ジャーナリズム CP-5-ⅲ-08 医療倫理学 PH-5-ⅲ-02 環境衛生学 CP-6-ⅲ-23
GE-2-ⅰ-07 ※Ｂ体育実技 GE-4-ⅰ-06 ※Ｅ世界の法と経済 CL-5-ⅲ-08 緩和医療薬学 BI-5-ⅲ-04 応用分子生物学 CP-6-ⅲ-24 臨床を支える薬剤学

GE-2-ⅰ-09 ※Ｃ医療社会論 GE-4-ⅰ-11 CP-5-ⅲ-10 臨床研究・統計 LA-5-ⅲ-03 アカデミック・ライティング CP-6-ⅲ-25 日本社会の医療と法

GE-2-ⅰ-03 ※Ｃ生命倫理 GE-4-ⅰ-10 ※Ｅ有用植物の歴史と応用 CL-5-ⅲ-10 治験 BI-5-ⅲ-05 健康食品概論 CP-6-ⅲ-26 実践実務の薬物治療

GE-2-ⅰ-11 ※Ｃ教育学ゼミナール CH-5-ⅲ-01 医薬品製造学 CP-5-ⅲ-14 臨床漢方治療学 CP-6-ⅲ-27 薬学特別演習

CL-5-ⅲ-09 医療保険概論 BI-5-ⅲ-09 放射線応用化学

薬学実習

PH-1-ⅰ-01Y

CH-1-ⅰ-06Y

CO-2-ⅰ-02Y

薬学研究
研究入門

薬学演習

ｱﾄﾞﾊﾞﾝｽﾄ・
ｺｰｽ

詳細欄参照 ＊アドバンスト実務実習(病院)　他

実 務 実 習 CP-1-ⅰ-05Y 早期臨床体験学習
事前学習Ⅰ(薬物治療演習)

特 別 実 習
CP-3-ⅲ-03 医療薬学特別実習

修得すべき単位数 38.5単位（必修37、選必1.5） 35.5単位（必修32.5、選必3） 27単位（必修25.5、選必1.5） 37.5単位（必修36、選必1.5） 20単位（必修20）

※Ｅ世界の統合医療とメディカルアロマテラピー

29.5単位（必修16、選択13.5）

国際基準の英語（TOEFL対策）

ファーマシストのための実践英会話

※Ａ医療に隣接する社会分析

ステップアップ・プレゼンテーション

医薬品等に関わる規制調和と国際標準

※Ｄ線形理論の医療への応用

医薬品評価ﾚｷﾞｭﾗﾄﾘｰｻｲｴﾝｽ

消化器・代謝系疾患集中講義

医療現場におけるヒューマンエラー

循環器系・内分泌系集中講義



※ 選択必修科目（選必）
カリキュラムナンバー 各科目のナンバーリングは、『分類記号－開講学年－段階記号－通し番号（学年別）』 　で構成されています。 ＊ 選択科目（選択）

段階を踏んで学べるように科目を配置しておりますので、参考にしてください。

分類記号 GE （General Education） ： 教養系教育科目 段階記号 ⅰ ： 導入（基礎的な科目）
LA （Language） ： 語学教育科目
PH （Physics） ： 物理系薬学科目 ⅱ ： 展開（基礎科目を受けて開講する科目）
CH （Chemistry） ： 化学系薬学科目
BI （Biology） ： 生物系薬学科目 ⅲ ： 先進（その分類における発展的な科目）
CO （Pharmacology） ： 薬理系薬学科目
PC （Pharmaceutics） ： 薬剤系薬学科目
CL （Clinical Pharmacy） ： 臨床系薬学科目
CP （Comprehensive Pharmacy） ： 薬学全般科目（複数分類にまたがる科目を含む）

詳細欄参照 ※Ｃ医療社会論　他
9単位

LA-1-ⅰ-01 LA-2-ⅱ-01 英語ディスカッションＡ LA-3-ⅲ-01 医療・薬学英語ⅡＡ
LA-1-ⅰ-02 LA-2-ⅱ-02 英語ディスカッションＢ LA-3-ⅲ-02 医療・薬学英語ⅡＢ
LA-1-ⅰ-03 英語スピーキングＡ LA-2-ⅱ-03 医療・薬学英語ⅠＡ
LA-1-ⅰ-04 英語スピーキングＢ LA-2-ⅱ-04 医療・薬学英語ⅠＢ

12単位
情報科学と情報倫理 情報リテラシー
情報科学演習

3.5単位
CP-1-ⅰ-01 薬学の心構えⅠ CP-3-ⅱ-01 CP-4-ⅲ-01
CP-1-ⅰ-02 薬学の心構えⅡ CP-3-ⅱ-02 薬学と社会Ⅰ CP-4-ⅲ-02 薬学と社会Ⅱ

8.5単位
PH-1-ⅰ-01 数学 PH-2-ⅱ-01 物理化学Ⅱ PC-3-ⅰ-01 CL-4-ⅲ-01
PH-1-ⅰ-02 物理学 PH-2-ⅱ-02 分析化学Ⅱ PC-3-ⅱ-01 PC-4-ⅲ-01
PH-1-ⅰ-03 物理化学Ⅰ PH-2-ⅲ-03
PH-1-ⅰ-04 分析化学Ⅰ

16.5単位
CH-1-ⅰ-01 化学 CH-2-ⅱ-01 有機化学ⅢＡ CH-3-ⅲ-01 天然資源Ⅱ CH-4-ⅲ-01 創薬化学
CH-1-ⅰ-02 有機化学Ⅰ CH-2-ⅱ-02 有機化学ⅢＢ CH-3-ⅲ-02 生物有機化学

CH-1-ⅰ-04 有機化学ⅡＢ
CH-1-ⅰ-05 天然資源Ⅰ

15単位
BI-1-ⅰ-05 生物学 BI-2-ⅱ-01 微生物学 BI-3-ⅲ-01 分子生物学 BI-4-ⅲ-01 衛生学Ⅲ
BI-1-ⅰ-01 生化学Ⅰ BI-2-ⅱ-02 細胞生物学 BI-3-ⅲ-02 衛生学Ⅰ

BI-1-ⅰ-03 機能形態学Ⅰ
BI-1-ⅰ-04 機能形態学Ⅱ

18単位
CO-2-ⅰ-01 薬理学Ⅰ PC-3-ⅱ-01 薬物動態Ⅱ CL-4-ⅲ-02
CO-2-ⅱ-01 薬理学Ⅱ CL-3-ⅱ-01 CL-4-ⅲ-03

PC-2-ⅰ-01 薬物動態Ⅰ CL-3-ⅱ-03 薬物治療Ⅳ
CL-2-ⅰ-02 薬物治療Ⅰ CL-3-ⅱ-04 薬物治療Ⅴ

18単位

2023年度　薬学科（６年制）カリキュラム・マップ (5年生用) 卒業に必要な単位数　１８８単位

１　年　次 ２　年　次 ３　年　次 ４　年　次 ５　年　次 ６　年　次
学 科 目

人と文化
GE-1-ⅰ-01 薬学人としての教養入門

詳細欄参照
※Ｂ日本の伝統文化と医療　他

詳細欄参照 ※Ｄロジカルライティング 他 詳細欄参照 ※Ｅ外国からみた日本　他
※Ａ欧州の言語と風土　他

薬学英語

英語リーディング・ライティングＡ

英語リーディング・ライティングＢ

情報科学
GE-1-ⅰ-10 GE-3-ⅱ-01
GE-1-ⅰ-11

薬学と社会
医療人としての薬剤師

物理系薬学

製剤化のサイエンスⅠ バイオスタティスティクス

製剤化のサイエンスⅡ 医薬品開発と生産のながれ

臨床分析の基礎と応用

ファーマシューティカルコミュニケーション

化学系薬学 CH-1-ⅰ-03 有機化学ⅡＡ

生物系薬学 BI-1-ⅰ-02 生化学Ⅱ 免疫学 BI-3-ⅲ-03 衛生学Ⅱ

医療薬学

薬物治療の個別化・最適化

薬物治療Ⅱ 疾患・有害事象の症候
CL-2-ⅰ-01 患者・医薬品情報

BI-2-ⅱ-03

CL-3-ⅱ-02 薬物治療Ⅲ



CP-1-ⅰ-03 CP-2-ⅱ-01 研究倫理
CP-2-ⅱ-02 研究の現場

3.5単位
物理系実習Ⅰ PH-2-ⅱ-03 物理系実習Ⅱ CP-3-ⅲ-02 卒論準備実習
化学系実習Ⅰ CH-2-ⅱ-0３化学系実習Ⅱ

BI-1-ⅰ-05 生物系実習Ⅰ BI-2-ⅱ-04 生物系実習Ⅱ
生物系実習Ⅲ

20単位
CP-1-ⅰ-05 基幹教育演習　（選択） CP-2-ⅰ-01 基礎演習Ⅱ CP-3-ⅰ-01 基礎演習Ⅳ CP-4-ⅰ-01 基礎演習Ⅵ CP-6-ⅲ-01 総合薬学演習Ⅱ
CP-1-ⅰ-04 基礎演習Ⅰ CP-2-ⅰ-02 基礎演習Ⅲ CP-3-ⅰ-02 基礎演習Ⅴ CP-4-ⅱ-01 総合薬学演習Ⅰ

11単位

13.5単位
CP-4-ⅱ-03 CP-5-ⅲ-02 薬局実務実習
CP-4-ⅱ-04 事前学習Ⅱ CP-5-ⅲ-03 病院実務実習

29.5単位

10単位

『人と文化』科目の詳細 『アドバンスト・コース』の詳細

GE-1-ⅰ-02 ※Ａ欧州の言語と風土 GE-2-ⅰ-12 ※Ｃ法学ゼミナール CP-5-ⅲ-02 アドバンスト実務実習(病院) BI-5-ⅲ-01 食品学特論 CH-5-ⅲ-02 構造解析学A

GE-1-ⅰ-03 ※Ａコミュニケーション概論 GE-2-ⅰ-13 ※Ｃ心の科学 CP-5-ⅲ-03 アドバンスト実務実習(薬局) GE-5-ⅲ-01 司法と薬学 CH-5-ⅲ-03 構造解析学B

GE-1-ⅰ-14 ※Ａ倫理学概論 GE-2-ⅰ-14 ※Ｃスポーツ科学 CP-5-ⅲ-04 海外実務研修 LA-5-ⅲ-01 CP-5-ⅲ-13 一般統計

GE-1-ⅰ-15 ※Ａ西洋文明の形成と展開 GE-2-ⅰ-15 ※Ｃ生活環境と科学 CP-5-ⅲ-05 海外応用研修 LA-5-ⅲ-02 CO-5-ⅲ-01 一般薬理学

GE-1-ⅰ-06 ※Ａ政治と医療 GE-3-ⅰ-01 ※Ｄロジカルライティング CP-5-ⅲ-06 応用研究 GE-5-ⅲ-02 薬事と行政 PC-5-ⅲ-02 実践薬剤学

GE-1-ⅰ-13 ※Ａ医療心理学 GE-3-ⅰ-02 ※Ｄエコロジー論 CL-6-ⅲ-01 専門薬剤師特論Ⅰ BI-5-ⅲ-02 衛生学特論 BI-5-ⅲ-07 栄養と保健衛生

GE-1-ⅰ-16 GE-3-ⅰ-03 ※Ｄ法学概論 CL-6-ⅲ-02 専門薬剤師特論Ⅱ BI-5-ⅲ-03 応用免疫学 CP-6-ⅲ-15 創薬を支える物理化学

GE-1-ⅰ-09 ※Ａスポーツ実技 GE-3-ⅰ-04 ※Ｄ素粒子と放射線医療 CL-6-ⅲ-03 専門薬剤師特論Ⅲ GE-5-ⅲ-03 リーダーシップ学 CP-6-ⅲ-16 薬剤師への有機化学

GE-2-ⅰ-16 ※Ｂ日本の伝統文化と医療 GE-3-ⅰ-05 ※Ｄ人間の発達 CL-6-ⅲ-04 専門薬剤師特論Ⅳ GE-5-ⅲ-04 CP-6-ⅲ-17 生物学特講Ⅰ

GE-2-ⅰ-02 ※Ｂ西洋医学の源流と文化 GE-3-ⅰ-06 ※Ｄスポーツセラピー CL-5-ⅲ-05 在宅医療 PC-5-ⅲ-01 CP-6-ⅲ-18 生物学特講Ⅱ

GE-2-ⅰ-10 ※Ｂ医療哲学ゼミナール GE-3-ⅰ-07 CL-5-ⅲ-06 臨床栄養学 CP-5-ⅲ-12 医薬品開発戦略論 CP-6-ⅲ-19 食生活と保健衛生

GE-2-ⅰ-04 ※Ｂ現代社会と薬学 GE-4-ⅰ-02 ※Ｅ外国からみた日本 CL-6-ⅲ-07 救命救急・災害医療 PH-5-ⅲ-01 CP-6-ⅲ-20 薬理学の基礎と呼吸器疾患

GE-2-ⅰ-05 ※Ｂジェンダー論 GE-4-ⅰ-03 ※Ｅアジアの人と文化 CL-6-ⅲ-08 チーム医療 GE-5-ⅲ-05 実用数学A CP-6-ⅲ-21
GE-2-ⅰ-06 ※Ｂ心理学ゼミナール GE-4-ⅰ-09 ※Ｅ公衆衛生倫理学 CP-5-ⅲ-07 GE-5-ⅲ-06 実用数学B CP-6-ⅲ-22 知覚・脳神経特論

GE-2-ⅰ-15 ※Ｂ東洋の文化と芸術 GE-4-ⅰ-05 ※Ｅ国際ジャーナリズム CP-5-ⅲ-08 医療倫理学 PH-5-ⅲ-02 環境衛生学 CP-6-ⅲ-23
GE-2-ⅰ-07 ※Ｂ体育実技 GE-4-ⅰ-06 ※Ｅ世界の法と経済 CL-5-ⅲ-08 緩和医療薬学 BI-5-ⅲ-04 応用分子生物学 CP-6-ⅲ-24 臨床を支える薬剤学

GE-2-ⅰ-09 ※Ｃ医療社会論 GE-4-ⅰ-11 CP-5-ⅲ-10 臨床研究・統計 LA-5-ⅲ-03 アカデミック・ライティング CP-6-ⅲ-25 日本社会の医療と法

GE-2-ⅰ-03 ※Ｃ生命倫理 GE-4-ⅰ-10 ※Ｅ有用植物の歴史と応用 CL-5-ⅲ-10 治験 BI-5-ⅲ-05 健康食品概論 CP-6-ⅲ-26 実践実務の薬物治療

GE-2-ⅰ-11 ※Ｃ教育学ゼミナール CH-5-ⅲ-01 医薬品製造学 CP-5-ⅲ-14 臨床漢方治療学 CP-6-ⅲ-27 薬学特別演習

CL-5-ⅲ-09 医療保険概論 BI-5-ⅲ-09 放射線応用化学

薬学実習

PH-1-ⅰ-01Y

CH-1-ⅰ-06Y

CO-2-ⅰ-02Y

薬学研究
研究入門

薬学演習

ｱﾄﾞﾊﾞﾝｽﾄ・
ｺｰｽ

詳細欄参照 ＊アドバンスト実務実習(病院)　他

実 務 実 習 CP-1-ⅰ-05Y 早期臨床体験学習
事前学習Ⅰ(薬物治療演習)

特 別 実 習
CP-3-ⅲ-03 医療薬学特別実習

修得すべき単位数 38.5単位（必修37、選必1.5） 35.5単位（必修32.5、選必3） 27単位（必修25.5、選必1.5） 37.5単位（必修36、選必1.5） 20単位（必修20）

※Ｅ世界の統合医療とメディカルアロマテラピー

29.5単位（必修16、選択13.5）

国際基準の英語（TOEFL対策）

ファーマシストのための実践英会話

※Ａ医療に隣接する社会分析

ステップアップ・プレゼンテーション

医薬品等に関わる規制調和と国際標準

※Ｄ線形理論の医療への応用

医薬品評価ﾚｷﾞｭﾗﾄﾘｰｻｲｴﾝｽ

消化器・代謝系疾患集中講義

医療現場におけるヒューマンエラー

循環器系・内分泌系集中講義



※ 選択必修科目（選必）
カリキュラムナンバー 各科目のナンバーリングは、『分類記号－開講学年－段階記号－通し番号（学年別）』 　で構成されています。 ＊ 選択科目（選択）

段階を踏んで学べるように科目を配置しておりますので、参考にしてください。

分類記号 GE （General Education） ： 教養系教育科目 段階記号 ⅰ ： 導入（基礎的な科目）
LA （Language） ： 語学教育科目
PH （Physics） ： 物理系薬学科目 ⅱ ： 展開（基礎科目を受けて開講する科目）
CH （Chemistry） ： 化学系薬学科目
BI （Biology） ： 生物系薬学科目 ⅲ ： 先進（その分類における発展的な科目）
CO （Pharmacology） ： 薬理系薬学科目
PC （Pharmaceutics） ： 薬剤系薬学科目
CL （Clinical Pharmacy） ： 臨床系薬学科目
CP （Comprehensive Pharmacy） ： 薬学全般科目（複数分類にまたがる科目を含む）

詳細欄参照 ※Ｃ医療社会論　他
9単位

LA-1-ⅰ-01 LA-2-ⅱ-03 医療・薬学英語ⅠＡ LA-3-ⅲ-01 医療・薬学英語ⅡＡ
LA-1-ⅰ-02 LA-2-ⅱ-04 医療・薬学英語ⅠＢ LA-3-ⅲ-02 医療・薬学英語ⅡＢ
LA-1-ⅰ-03
LA-1-ⅰ-04

12単位
情報科学と情報倫理 情報リテラシー
情報科学演習

3.5単位
CP-1-ⅰ-01 薬学の心構えⅠ CP-3-ⅱ-01 CP-4-ⅲ-01
CP-1-ⅰ-02 薬学の心構えⅡ CP-3-ⅱ-02 薬学と社会Ⅰ CP-4-ⅲ-02 薬学と社会Ⅱ

8.5単位
PH-1-ⅰ-01 数学 PH-2-ⅱ-01 物理化学Ⅱ PC-3-ⅰ-01 CL-4-ⅲ-01
PH-1-ⅰ-02 物理学 PH-2-ⅱ-02 分析化学Ⅱ PC-3-ⅱ-01 PC-4-ⅲ-01
PH-1-ⅰ-03 物理化学Ⅰ PH-2-ⅲ-03
PH-1-ⅰ-04 分析化学Ⅰ

16.5単位
CH-1-ⅰ-01 化学 CH-2-ⅱ-01 有機化学ⅢＡ CH-3-ⅲ-01 天然資源Ⅱ CH-4-ⅲ-01 創薬化学
CH-1-ⅰ-02 有機化学Ⅰ CH-2-ⅱ-02 有機化学ⅢＢ CH-3-ⅲ-02 生物有機化学

CH-1-ⅰ-04 有機化学ⅡＢ
CH-1-ⅰ-05 天然資源Ⅰ

15単位
BI-1-ⅰ-05 生物学 BI-2-ⅱ-01 微生物学 BI-3-ⅲ-01 分子生物学 BI-4-ⅲ-01 衛生学Ⅲ
BI-1-ⅰ-01 生化学Ⅰ BI-2-ⅱ-02 細胞生物学 BI-3-ⅲ-02 衛生学Ⅰ

BI-1-ⅰ-03 機能形態学Ⅰ
BI-1-ⅰ-04 機能形態学Ⅱ

18単位
CO-2-ⅰ-01 薬理学Ⅰ PC-3-ⅱ-01 薬物動態Ⅱ CL-4-ⅲ-02
CO-2-ⅱ-01 薬理学Ⅱ CL-3-ⅱ-01 CL-4-ⅲ-03

PC-2-ⅰ-01 薬物動態Ⅰ CL-3-ⅱ-03 薬物治療Ⅳ
CL-2-ⅰ-02 薬物治療Ⅰ CL-3-ⅱ-04 薬物治療Ⅴ

18単位

2023年度　薬学科（６年制）カリキュラム・マップ (6年生用) 卒業に必要な単位数　１８８単位

１　年　次 ２　年　次 ３　年　次 ４　年　次 ５　年　次 ６　年　次
学 科 目

人と文化
GE-1-ⅰ-01 薬学人としての教養入門

詳細欄参照
※Ｂ日本の伝統文化と医療　他

詳細欄参照 ※Ｄロジカルライティング 他 詳細欄参照 ※Ｅ外国からみた日本　他
※Ａ欧州の言語と風土　他

薬学英語

英語リーディング・ライティングＡ

英語リーディング・ライティングＢ

英語コミュニケーションＡ

英語コミュニケーションＢ

情報科学
GE-1-ⅰ-10 GE-3-ⅱ-01
GE-1-ⅰ-11

薬学と社会
医療人としての薬剤師

物理系薬学

製剤化のサイエンスⅠ バイオスタティスティクス

製剤化のサイエンスⅡ 医薬品開発と生産のながれ

臨床分析の基礎と応用

ファーマシューティカルコミュニケーション

化学系薬学 CH-1-ⅰ-03 有機化学ⅡＡ

生物系薬学 BI-1-ⅰ-02 生化学Ⅱ 免疫学 BI-3-ⅲ-03 衛生学Ⅱ

医療薬学

薬物治療の個別化・最適化

薬物治療Ⅱ 疾患・有害事象の症候
CL-2-ⅰ-01 患者・医薬品情報

BI-2-ⅱ-03

CL-3-ⅱ-02 薬物治療Ⅲ



CP-1-ⅰ-03 CP-2-ⅱ-01 研究倫理
CP-2-ⅱ-02 研究の現場

3.5単位
物理系実習Ⅰ PH-2-ⅱ-03 物理系実習Ⅱ CP-3-ⅲ-02 卒論準備実習
化学系実習Ⅰ CH-2-ⅱ-0３化学系実習Ⅱ

BI-1-ⅰ-05 生物系実習Ⅰ BI-2-ⅱ-04 生物系実習Ⅱ
生物系実習Ⅲ

20単位
CP-1-ⅰ-05 基幹教育演習　（選択） CP-2-ⅰ-01 基礎演習Ⅱ CP-3-ⅰ-01 基礎演習Ⅳ CP-4-ⅰ-01 基礎演習Ⅵ CP-6-ⅲ-01 総合薬学演習Ⅱ
CP-1-ⅰ-04 基礎演習Ⅰ CP-2-ⅰ-02 基礎演習Ⅲ CP-3-ⅰ-02 基礎演習Ⅴ CP-4-ⅱ-01 総合薬学演習Ⅰ

11単位

13.5単位
CP-5-ⅲ-02 薬局実務実習
CP-5-ⅲ-03 病院実務実習

29.5単位

10単位

『人と文化』科目の詳細 『アドバンスト・コース』の詳細

GE-1-ⅰ-02 ※Ａ欧州の言語と風土 GE-2-ⅰ-12 ※Ｃ法学ゼミナール CP-5-ⅲ-02 アドバンスト実務実習(病院) BI-5-ⅲ-01 食品学特論 CH-5-ⅲ-02 構造解析学A

GE-1-ⅰ-03 ※Ａコミュニケーション概論 GE-2-ⅰ-13 ※Ｃ心の科学 CP-5-ⅲ-03 アドバンスト実務実習(薬局) GE-5-ⅲ-01 司法と薬学 CH-5-ⅲ-03 構造解析学B

GE-1-ⅰ-14 ※Ａ倫理学概論 GE-2-ⅰ-14 ※Ｃスポーツ科学 CP-5-ⅲ-04 海外実務研修 LA-5-ⅲ-01 CP-5-ⅲ-13 一般統計

GE-1-ⅰ-15 ※Ａ西洋文明の形成と展開 GE-2-ⅰ-15 ※Ｃ生活環境と科学 CP-5-ⅲ-05 海外応用研修 LA-5-ⅲ-02 CO-5-ⅲ-01 一般薬理学

GE-1-ⅰ-06 ※Ａ政治と医療 GE-3-ⅰ-01 ※Ｄロジカルライティング CP-5-ⅲ-06 応用研究 GE-5-ⅲ-02 薬事と行政 PC-5-ⅲ-02 実践薬剤学

GE-1-ⅰ-13 ※Ａ医療心理学 GE-3-ⅰ-02 ※Ｄエコロジー論 CL-6-ⅲ-01 専門薬剤師特論Ⅰ BI-5-ⅲ-02 衛生学特論 BI-5-ⅲ-07 栄養と保健衛生

GE-1-ⅰ-16 GE-3-ⅰ-03 ※Ｄ法学概論 CL-6-ⅲ-02 専門薬剤師特論Ⅱ BI-5-ⅲ-03 応用免疫学 CP-6-ⅲ-15 創薬を支える物理化学

GE-1-ⅰ-09 ※Ａスポーツ実技 GE-3-ⅰ-04 ※Ｄ素粒子と放射線医療 CL-6-ⅲ-03 専門薬剤師特論Ⅲ GE-5-ⅲ-03 リーダーシップ学 CP-6-ⅲ-16 薬剤師への有機化学

GE-2-ⅰ-16 ※Ｂ日本の伝統文化と医療 GE-3-ⅰ-05 ※Ｄ人間の発達 CL-6-ⅲ-04 専門薬剤師特論Ⅳ GE-5-ⅲ-04 CP-6-ⅲ-17 生物学特講Ⅰ

GE-2-ⅰ-02 ※Ｂ西洋医学の源流と文化 GE-3-ⅰ-06 ※Ｄスポーツセラピー CL-5-ⅲ-05 在宅医療 PC-5-ⅲ-01 CP-6-ⅲ-18 生物学特講Ⅱ

GE-2-ⅰ-10 ※Ｂ医療哲学ゼミナール GE-3-ⅰ-07 CL-5-ⅲ-06 臨床栄養学 CP-5-ⅲ-12 医薬品開発戦略論 CP-6-ⅲ-19 食生活と保健衛生

GE-2-ⅰ-04 ※Ｂ現代社会と薬学 GE-4-ⅰ-02 ※Ｅ外国からみた日本 CL-6-ⅲ-07 救命救急・災害医療 PH-5-ⅲ-01 CP-6-ⅲ-20 薬理学の基礎と呼吸器疾患

GE-2-ⅰ-05 ※Ｂジェンダー論 GE-4-ⅰ-03 ※Ｅアジアの人と文化 CL-6-ⅲ-08 チーム医療 GE-5-ⅲ-05 実用数学A CP-6-ⅲ-21
GE-2-ⅰ-06 ※Ｂ心理学ゼミナール GE-4-ⅰ-09 ※Ｅ公衆衛生倫理学 CP-5-ⅲ-07 GE-5-ⅲ-06 実用数学B CP-6-ⅲ-22 知覚・脳神経特論

GE-2-ⅰ-15 ※Ｂ東洋の文化と芸術 GE-4-ⅰ-05 ※Ｅ国際ジャーナリズム CP-5-ⅲ-08 医療倫理学 PH-5-ⅲ-02 環境衛生学 CP-6-ⅲ-23
GE-2-ⅰ-07 ※Ｂ体育実技 GE-4-ⅰ-06 ※Ｅ世界の法と経済 CL-5-ⅲ-08 緩和医療薬学 BI-5-ⅲ-04 応用分子生物学 CP-6-ⅲ-24 臨床を支える薬剤学

GE-2-ⅰ-09 ※Ｃ医療社会論 GE-4-ⅰ-07 ※Ｅ世界の統合医療 CP-5-ⅲ-10 臨床研究・統計 LA-5-ⅲ-03 アカデミック・ライティング CP-6-ⅲ-25 日本社会の医療と法

GE-2-ⅰ-03 ※Ｃ生命倫理 GE-4-ⅰ-10 ※Ｅ有用植物の歴史と応用 CL-5-ⅲ-10 治験 BI-5-ⅲ-05 健康食品概論 CP-6-ⅲ-26 実践実務の薬物治療

GE-2-ⅰ-11 ※Ｃ教育学ゼミナール CH-5-ⅲ-01 医薬品製造学 CP-5-ⅲ-14 臨床漢方治療学 CP-6-ⅲ-27 薬学特別演習

CL-5-ⅲ-09 医療保険概論 BI-5-ⅲ-09 放射線応用化学

薬学実習

PH-1-ⅰ-01Y

CH-1-ⅰ-06Y

CO-2-ⅰ-02Y

薬学研究
研究入門

薬学演習

ｱﾄﾞﾊﾞﾝｽﾄ・
ｺｰｽ

詳細欄参照 ＊アドバンスト実務実習(病院)　他

実 務 実 習 CP-1-ⅰ-05Y 早期臨床体験学習 CP-4-ⅱ-02 事前学習

医薬品等に関わる規制調和と国際標準

特 別 実 習
CP-3-ⅲ-03 医療薬学特別実習

修得すべき単位数 38.5単位（必修37、選必1.5） 35.5単位（必修32.5、選必3） 27単位（必修25.5、選必1.5） 37.5単位（必修36、選必1.5） 20単位（必修20） 29.5単位（必修16、選択13.5）

国際基準の英語（TOEFL対策）

ファーマシストのための実践英会話

※Ａ医療に隣接する社会分析

ステップアップ・プレゼンテーション

※Ｄ線形理論の医療への応用

医薬品評価ﾚｷﾞｭﾗﾄﾘｰｻｲｴﾝｽ

消化器・代謝系疾患集中講義

医療現場におけるヒューマンエラー

循環器系・内分泌系集中講義



2023年度　薬学科　ディプロマ・ポリシー対応表／実務家教員担当科目

ディプロマ・ポリシー（学位授与の方針）

○：該当する　　　

△：一部該当する

薬学準備教育科目　（24.5単位） ●：実務家教員担当科目

学科目 科目名 単位数 開講 ﾎﾟﾘｼｰ１ ﾎﾟﾘｼｰ２ ﾎﾟﾘｼｰ３ ﾎﾟﾘｼｰ４ ﾎﾟﾘｼｰ５ 実務家

人と文化 薬学人としての教養入門 1.5 1年前期 ○ △

Ａ欧州の言語と風土 1.5 1年後期 ○

Ａコミュニケーション概論 1.5 1年後期 ○

Ａ倫理学概論 1.5 1年後期 ○

Ａ西洋文明の形成と展開 1.5 1年後期 ○

Ａ政治と医療 1.5 1年後期 ○

Ａ医療心理学 1.5 1年後期 ○

Ａ医療に隣接する社会分析 1.5 1年後期 ○

Ａスポーツ実技 1.5 1年後期 ○

Ｂ日本の伝統文化と医療 1.5 2年前期 ○ 〇

Ｂ西洋医学の源流と文化 1.5 2年前期 ○

Ｂ医療哲学ゼミナール 1.5 ○ △

Ｂ現代社会と薬学 1.5 2年前期 ○

Ｂジェンダー論 1.5 2年前期 ○

Ｂ心理学ゼミナール 1.5 2年前期 ○

Ｂ東洋の文化と芸術 1.5 2年前期 ○ △ 〇

Ｂ体育実技 1.5 2年前期 ○

Ｃ医療社会論 1.5 2年後期 ○

Ｃ生命倫理 1.5 2年後期 ○ △

Ｃ教育学ゼミナール 1.5 2年後期 ○ △ △

Ｃ法学ゼミナール 1.5 2年後期 ○ 〇

Ｃ心の科学 1.5 2年後期 ○

Ｃスポーツ科学 1.5 2年後期 ○

Ｃ生活環境と科学 1.5 2年後期 ○ 〇

Ｄロジカルライティング 1.5 ○ △

Ｄエコロジー論 1.5 3年後期 ○

Ｄ法学概論 1.5 3年後期 ○ 〇

Ｄ素粒子と放射線医療 1.5 3年後期 ○ 〇

Ｄ人間の発達 1.5 3年後期 ○

Ｄスポーツセラピー 1.5 3年後期 ○

Ｄ線形理論の医療への応用 1.5 3年後期 ○ 〇

Ｅ外国からみた日本 1.5 4年前期 ○ △ 〇

Ｅアジアの人と文化 1.5 4年前期 ○ △ △

Ｅ国際倫理学 1.5 4年前期 ○ 〇

Ｅ国際ジャーナリズム 1.5 4年前期 ○

Ｅ世界の法と経済 1.5 4年前期 ○ 〇

Ｅ世界の統合医療とメディカルアロマテラピー 1.5 4年前期 ○

Ｅ有用植物の歴史と応用 1.5 4年前期 ○

5．グローバル化に対応した国際感覚や語学力を有する。

　薬学科は6年以上在学し、薬学科３つのポリシーの基本方針の下に「臨床の場において高い倫理観と高度な専門性を発揮できる薬
剤師の養成」という本学科の教育目的を達成するために編成された授業科目を履修し、次に掲げる５つの能力を身に付け、所定の単
位を修得した学生に対して卒業を認定し、学士（薬学）の学位を授与する。

1．見識ある医療人としての豊かな人間性・高い責任感・倫理観や幅広い視野・患者本位の視点・薬剤師としての心構えを有する。

2．高度化、専門化する医療に対応できる薬学の基礎知識と専門知識を有する。

3．科学的・論理的な思考能力を基礎として、問題を構造化し、解決する能力を有する。

4．チーム医療や地域医療において、薬の専門家として活躍するために必要な臨床現場での実践的な技能とコミュニケーション能力を
有する。



学科目 科目名 単位数 開講 ﾎﾟﾘｼｰ１ ﾎﾟﾘｼｰ２ ﾎﾟﾘｼｰ３ ﾎﾟﾘｼｰ４ ﾎﾟﾘｼｰ５ 実務家

薬学英語 英語リーディング・ライティングＡ 1.5 1年前期 △ ○

英語リーディング・ライティングＢ 1.5 1年後期 △ ○

英語コミュニケーションＡ 1.5 1年前期 △ ○

英語コミュニケーションＢ 1.5 1年後期 △ ○

医療・薬学英語ⅠＡ 1.5 2年前期 △ ○

医療・薬学英語ⅠＢ 1.5 2年後期 △ ○

医療・薬学英語ⅡＡ 1.5 3年前期 △ ○

医療・薬学英語ⅡＢ 1.5 3年後期 △ ○

情報科学 情報科学と情報倫理 1.5 1年前期 ○

情報科学演習 0.5 1年後期 ○

情報リテラシー 1.5 3年前期 ○

薬学専門教育科目　（163.5単位）

学科目 科目名 単位数 開講 ﾎﾟﾘｼｰ１ ﾎﾟﾘｼｰ２ ﾎﾟﾘｼｰ３ ﾎﾟﾘｼｰ４ ﾎﾟﾘｼｰ５ 実務家

薬学と社会 薬学の心構えⅠ 1 1年前期 ○ △ △ △ ●

薬学の心構えⅡ 1.5 1年後期 ○ 〇

ファーマシューティカルコミュニケーション 1.5 3年前期 ○ ○ ●

医療人としての薬剤師 1.5 4年前期 ○ ○ ●

薬学と社会Ⅰ 1.5 3年後期 ○ ○

薬学と社会Ⅱ 1.5 4年前期 ○ ○

物理系薬学 数学 1.5 1年前期 △ ○ △

物理学 1.5 1年前期 △ ○

物理化学Ⅰ 1.5 1年後期 ○ 〇

物理化学Ⅱ 1.5 2年前期 ○ 〇

分析化学Ⅰ 1.5 1年後期 ○

分析化学Ⅱ 1.5 2年前期 ○

臨床分析の基礎と応用 1.5 2年後期 ○ 〇

製剤化のサイエンスⅠ 1.5 3年前期 ○

製剤化のサイエンスⅡ 1.5 3年後期 ○

バイオスタティスティクス 1.5 4年前期 ○

医薬品開発と生産のながれ 1.5 4年前期 ○

化学系薬学 化学 1.5 1年前期 ○

有機化学Ⅰ 1.5 1年前期 ○

有機化学ⅡＡ 1.5 1年後期 ○

有機化学ⅡＢ 1.5 1年後期 ○ △

有機化学ⅢＡ 1.5 2年前期 ○ △

有機化学ⅢＢ 1.5 2年後期 ○

天然資源Ⅰ 1.5 1年前期 △ ○

天然資源Ⅱ 1.5 3年前期 ○

生物有機化学 1.5 3年後期 ○

創薬化学 1.5 4年前期 ○

生物系薬学 生物学 1.5 1年前期 〇 ○

生化学Ⅰ 1.5 1年前期 △ ○

生化学Ⅱ 1.5 1年後期 ○

機能形態学Ⅰ 1.5 1年前期 △ ○

機能形態学Ⅱ 1.5 1年後期 ○

微生物学 1.5 2年前期 ○

細胞生物学 1.5 2年前期 ○

免疫学 1.5 2年後期 ○

分子生物学 1.5 3年前期 ○

衛生学Ⅰ 1.5 3年前期 ○

衛生学Ⅱ 1.5 3年後期 ○

衛生学Ⅲ 1.5 4年前期 ○



学科目 科目名 単位数 開講 ﾎﾟﾘｼｰ１ ﾎﾟﾘｼｰ２ ﾎﾟﾘｼｰ３ ﾎﾟﾘｼｰ４ ﾎﾟﾘｼｰ５ 実務家

医療薬学 薬理学Ⅰ 1.5 2年前期 ○

薬理学Ⅱ 1.5 2年後期 ○

患者・医薬品情報 1.5 2年前期 ○ 〇 ●

薬物動態Ⅰ 1.5 2年後期 ○

薬物動態Ⅱ 1.5 3年前期 ○

薬物治療Ⅰ 1.5 2年後期 ○

薬物治療Ⅱ 1.5 3年前期 ○

薬物治療Ⅲ 1.5 3年前期 ○

薬物治療Ⅳ 1.5 3年後期 ○

薬物治療Ⅴ 1.5 3年後期 ○

薬物治療の個別化・最適化 1.5 4年前期 ○

疾患・有害事象の症候 1.5 4年前期 ○

薬学研究 研究入門 1 1年後期 ○ △

研究倫理 1.5 2年前期 ○ △

研究の現場 １ 2年後期 ○ ○

薬学演習 基幹教育演習　※選択科目 １ 1年前期 ○

基礎演習Ⅵ　※１ 0.5 4年前期 ○

基礎薬学演習　※２ 2 2年後期 ○

総合薬学演習Ⅰ 3 4年後期 ○

総合薬学演習Ⅱ 6 6年後期 ○

薬学実習 物理系実習Ⅰ (１) 1年後期 ○ ○

物理系実習Ⅱ (1) 2年前期 ○ ○

化学系実習Ⅰ (1) 1年後期 ○ ○

化学系実習Ⅱ (1) 2年前期 ○ ○

生物系実習Ⅰ (1) 1年後期 ○ ○

生物系実習Ⅱ (1) 2年前期 ○ ○

生物系実習Ⅲ (1) 2年後期 ○ ○

薬学研究実践実習 (13) 3～4年 ○ ○ △ ○

アドバンスト・コース アドバンスト実務実習(病院) (9) 5～6年 ○ ○ ○ ●

アドバンスト実務実習(薬局) (3～9) 5～6年 ○ ○ ○ ●

海外実務研修 (3) 5～6年 ○ ○ ○ 〇

海外応用研修 (3～5) 5～6年 ○ ○ ○ 〇

応用研究 (4) 5～6年 ○ ○

専門薬剤師特論Ⅰ 0.5 6年 ○ △

専門薬剤師特論Ⅱ 0.5 6年 ○ △

専門薬剤師特論Ⅲ 0.5 6年 ○ △

専門薬剤師特論Ⅳ 0.5 6年 ○ △

在宅医療 0.5 ○ ○ ○

臨床栄養学 0.5 6年 ○

救命救急・災害医療 0.5 6年 ○ ○ ●

チーム医療 1 6年 ○ ○

医療現場におけるヒューマンエラー 0.5 6年 ○ ○ ○

医療倫理学 0.5 6年 ○ ○

緩和医療薬学 0.5 6年 ○ ○ ○

臨床研究・統計 0.5 ○

治験 0.5 6年 ○

医薬品製造学 0.5 5年 ○

医療保険概論 0.5 6年 ○

食品学特論 0.5 5年 ○

司法と薬学 0.5 6年 ○

国際基準の英語（TOEFL対策） 0.5 5年 ○ ○

ファーマシストのための実践英会話 0.5 6年 ○ ○ ○

薬事と行政 0.5 5年 ○ ○

衛生学特論 0.5 5年 ○

応用免疫学 0.5 5年 ○



学科目 科目名 単位数 開講 ﾎﾟﾘｼｰ１ ﾎﾟﾘｼｰ２ ﾎﾟﾘｼｰ３ ﾎﾟﾘｼｰ４ ﾎﾟﾘｼｰ５ 実務家

リーダーシップ学 0.5 6年 ○ ○

ステップアップ・プレゼンテーション 0.5 6年 ○ ○

医薬品等に関わる規制調和と国際標準 0.5 5年 ○ ○

医薬品開発戦略論 0.5 6年 ○ ●

医薬品評価ﾚｷﾞｭﾗﾄﾘｰｻｲｴﾝｽ 0.5 6年 ○

実用数学A 0.5 5年 ○

実用数学B 0.5 5年 ○

環境衛生学 0.5 6年 ○

応用分子生物学 0.5 ○

アカデミック・ライティング 0.5 5年 △ ○

健康食品概論 0.5 ○

臨床漢方治験学 0.5 6年 ○

放射線応用学 0.5 6年 〇 ○ 〇

構造解析学A 0.5 5年 ○

構造解析学B 0.5 5年 ○

一般統計 0.5 5年 ○

一般薬理学 0.5 5年 ○

実践薬剤学 0.5 5年 ○

栄養と保健衛生 0.5 5年 ○

創薬を支える物理化学 0.5 6年 ○

薬剤師への有機化学 1 6年 ○ 〇

生物学特講Ⅰ 1 6年 ○

生物学特講Ⅱ 0.5 6年 ○

食生活と保健衛生 0.5 6年 ○

薬理学の基礎と呼吸器疾患 1 6年 ○

消化器・代謝系疾患集中講義 0.5 6年 ○

知覚・脳神経特論 0.5 6年 ○

循環器系・内分泌系集中講義 1 6年 ○

臨床を支える薬剤学 1 6年 ○

日本社会の医療と法 0.5 6年 〇 ○

実践実務の薬物治療 1 6年 ○

薬学特別演習 2.5 6年 ○

実務実習 早期臨床体験学習 1.5 1～2年 ○ △ ●

事前学習　　※３ (8) 4年後期 ○ ○ ○ ○ ●

事前学習Ⅰ(薬物治療演習)　※４ (0.5) 4年後期 ○ ○ ○ ○ ●

事前学習Ⅱ　※４ (7.5) 4年後期 ○ ○ ○ ○ ●

薬局実務実習 (10) 5年前期 ○ ○ ○ ●

病院実務実習 (10) 5年前期 ○ ○ ○ ●

特別実習 医療薬学特別実習 （10） 5～6年 ○ ○ △ ○

※１　４～６年生対象

※２　１～３年生対象

※３　６年生対象

※４　１～５年生対象



2023年度カリキュラムツリー（薬学科）

DP5 DP1 DP2 DP3 DP4

グローバル化に対応した国際感覚や

語学力を有する。

見識ある医療人としての豊かな人間

性・高い責任感・倫理観や幅広い視

野・患者本位の視点・薬剤師として

の心構えを有する。

科学的・論理的な思考能力を基礎と

して、問題を構造化し、解決する能

力を有する。

チーム医療や地域医療において、薬

の専門家として活躍するために必要

な臨床現場での実践的な技能とコ

ミュニケーション能力を有する。

DP5：アドバンスト DP1：アドバンスト           DP2：アドバンスト DP3：アドバンスト DP4：アドバンスト

国際基準の英語(TOEFL対策)(0.5) 在宅医療(0.5) 専門薬剤師特論Ⅰ(0.5) 食品学特論(0.5) 健康食品概論(0.5) 生物学特講Ⅰ(1) 応用研究(4) アドバンスト実務実習（病院）(9)

ファーマシストのための実践英会話(0.5) 医療倫理学(0.5) 専門薬剤師特論Ⅱ(0.5) 司法と薬学(0.5) 臨床漢方治験学(0.5) 生物学特講Ⅱ(0.5) アドバンスト実務実習（薬局）(3~9)

アカデミック・ライティング(0.5) 薬事と行政(0.5) 専門薬剤師特論Ⅲ(0.5) 衛生学特論(0.5) 放射線応用学(0.5) 食生活と保健衛生(0.5) 海外実務実習(3)

リーダーシップ学(0.5) 専門薬剤師特論Ⅳ(0.5) 応用免疫学(0.5) 構造解析学A(0.5) 薬理学の基礎と呼吸器疾患(1) 海外応用研修(3~5)

ステップアップ・プレゼンテーション(0.5) 臨床栄養学(0.5) 医薬品等に関わる規制調和と国際基準(0.5) 構造解析学B(0.5) 消化器・代謝系疾患集中講義(0.5) DP3 医療現場におけるヒューマンエラー(0.5)

救命救急・災害医療(0.5) 医薬品開発戦略論(0.5) 一般統計(0.5) 知覚・脳神経特論(0.5) 医療薬学特別実習(10)    チーム医療(1)

緩和医療薬学(0.5) 医薬品評価レギュラトリーサイエンス(0.5) 一般薬理学(0.5) 循環器系・内分泌系集中講義(1)

臨床・統計(0.5) 実用数学A(0.5) 実践栄養学(0.5) 臨床を支える薬剤学(1)

治験(0.5) 実用数学B(0.5) 栄養と保健衛生(0.5) 日本社会の方と医療(0.5)

医薬品製造学(0.5) 環境衛生学(0.5) 創薬を支える物理化学(0.5) 実践実務の薬物治療(1) DP4

医療保険概論(0.5) 応用分子生物学(0.5) 薬剤師への有機化学(1) 薬学特別演習(2.5) 薬局実務実習(10)

病院実務実習(10)

DP3 DP4

薬学研究実践実習(13) 事前学習Ⅰ(0.5)

事前学習Ⅱ(7.5)

DP1 DP4

人と文化E(1.5) バイオスタティスティクス(1.5) 薬物治療の個別化・最適化(1.5) 医療人としての薬剤師(1.5)

薬学と社会Ⅱ(1.5) 医薬品開発と生産のながれ(1.5) 疾患・有害事象の症候(1.5)

創薬化学(1.5) 総合薬学演習Ⅰ(3)

衛生学Ⅲ(1.5)

DP5 DP1 DP4

医療・薬学英語ⅡA(1.5) 人と文化D(1.5) 製剤化のサイエンスⅠ(1.5) 生物有機化学(1.5) 衛生学Ⅱ(1.5) 薬物治療Ⅳ(1.5) ファーマシューティカルコミュニケーション(1.5)

医療・薬学英語ⅡB(1.5) 情報リテラシー(1.5) 製剤化のサイエンスⅡ(1.5) 分子生物学(1.5) 薬物治療Ⅱ(1.5) 薬物治療Ⅴ(1.5)

薬学と社会Ⅰ(1.5) 天然資源Ⅱ(1.5) 衛生学Ⅰ(1.5) 薬物治療Ⅲ(1.5) 薬物動態Ⅱ(1.5)

DP5 DP1 DP3 DP4

医療・薬学英語ⅠA(1.5) 人と文化B(1.5) 物理化学Ⅱ(1.5) 有機化学ⅢB(1.5) 薬理学Ⅰ(1.5) 薬物治療Ⅰ(1.5) 研究の現場(1) 早期臨床体験学習(1.5)

医療・薬学英語ⅠB(1.5) 人と文化C(1.5) 分析化学Ⅱ(1.5) 微生物学(1.5) 薬理学Ⅱ(1.5) 基礎薬学演習(2) 物理学実習Ⅱ(1)

研究倫理(1.5) 臨床分析の基礎と応用(1.5) 細胞生物学(1.5) 患者・医薬品情報(1.5) 化学系実習Ⅱ(1)

有機化学ⅢA(1.5) 免疫学(1.5) 薬物動態Ⅰ(1.5) 生物系実習Ⅱ(1)

生物系実習Ⅲ(1)

DP5 DP1 DP3 DP4

英語リーディング・ライティングA(1.5) 人と文化A(1.5) 数学(1.5) 化学(1.5) 天然資源Ⅰ(1.5) 機能形態学Ⅰ(1.5) 物理系実習Ⅰ(1) 早期臨床体験学習

英語リーディング・ライティングB(1.5) 薬学人としての教養入門(1.5) 物理学(1.5) 有機化学Ⅰ(1.5) 生物学(1.5) 機能形態学Ⅱ(1.5) 化学系実習Ⅰ(1)

英語コミュニケーションA(1.5) 情報科学と情報倫理(1.5) 物理化学Ⅰ(1.5) 有機化学ⅡA(1.5) 生化学Ⅰ(1.5) 基幹教育演習(1) 生物系実習Ⅰ(1)

英語コミュニケーションB(1.5) 情報科学演習(0.5) 分析化学Ⅰ(1.5) 有機化学ⅡB(1.5) 生化学Ⅱ(1.5)

薬学の心構えⅠ(1)

薬学の心構えⅡ(1.5)

研究入門(1)

３

年

DP2

総合薬学演習Ⅱ(6)

高度化、専門化する医療に対応できる薬学の基礎知識と専門知識を有する。

５

・

６

年

４

年
DP2

２

年

DP2

DP2

１

年



⑦（地域の保
健・医療におけ
る実践的能力）

地域の保健、医
療、福祉、介護
及び行政等に
参画・連携して、
地域における
人々の健康増
進、公衆衛生の
向上に貢献する
能力を有する。

⑧（研究能力）

薬学・医療の進
歩と改善に資す
るために、研究
を遂行する意欲
と問題発見・解
決能力を有す
る。

⑨（自己研鑽）

薬学・医療の進
歩に対応するた
めに、医療と医
薬品を巡る社会
的動向を把握
し、生涯にわた
り自己研鑽を続
ける意欲と態度
を有する。

⑩（教育能力）
 
次世代を担う人
材を育成する意
欲と態度を有す
る。

カリキュラム・
ポリシー（教
育課程編成・
実施の方針）
に示した科目
の配置方針

1．見識ある医療人としての豊か
な人間性や高い倫理観を備えた
薬剤師を育成するために、全学
年を通じて薬学教養教育科目を
配置します。

2．高度化、専門化する医療に対
応できる薬剤師を育成するため
に、低年次では物理、化学及び
生物を基盤とする薬学基礎教育
科目を配置し、高年次では医療
薬学を中心とした薬学専門教育
科目を配置します。

3．科学的・論理的な思考能力を
基礎として、問題を構造化し、解
決する能力を備えた薬剤師を育
成するために、低年次から研究
能力を培う薬学基礎教育科目と
実習科目を配置します。

4．チーム医療や地域医療におい
て、薬の専門家として活躍できる
薬剤師を育成するために、臨床
現場で必要な実践的な技能とコ
ミュニケーション能力を修得する
演習・実習科目を配置します。

5．グローバル化に対応した国際
感覚や言語力を有する「世界に
奉仕する薬剤師」を育成するため
に、全学年を通じて語学能力を培
う薬学教養教育科目を配置しま
す。

「薬剤師として求められる基本的な資質」と本学の「カリキュラム・ポリシー」

薬剤師とし
て求められ
る基本的な
資質

①（薬剤師とし
ての心構え）

医療の担い手と
して、豊かな人
間性と、生命の
尊厳についての
深い認識をも
ち、薬剤師の義
務及び法令を遵
守するとともに、
人の命と健康な
生活を守る使命
感、責任感及び
倫理観を有す
る。

②（患者・生活
者本位の視点）

患者の人権を尊
重し、患者及び
その家族の秘
密を守り、常に
患者・生活者の
立 場に立って、
これらの人々の
安全と利益を最
優先する。

③（コミュニケー
ション能力）

患者・生活者、
他職種から情報
を適切に収集
し、これらの
人々に有益な情
報を提供するた
めのコミュニ
ケーション能力
を有する。

④（チーム医療
への参画）

医療機関や地
域における医療
チームに積極的
に参画し、相互
の尊重のもとに
薬剤師に求めら
れる行動を適切
にとる。

⑤（基礎的な科
学力）

生体及び環境
に対する医薬
品・化学物質等
の影響を理解す
るために必要な
科学に関する基
本的知識・技
能・態度を有す
る。

⑥（薬物療法に
おける実践的能
力）

薬物療法を主体
的に計画、実
施、評価し、安
全で有効な医薬
品の使用を推進
するために、医
薬品を供給し、
調剤、服薬指
導、処方設計の
提案等の薬学
的管理を実践す
る能力を有す
る。
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